
(１)他都市と比較（総務省令和3年度公営企業年鑑より）

※市面積、人口はHP等調べ（R4）

※政令市の公営バス事業者のうち、東京都、北九州市（車両数が少なく小規模）を除く

◆仙台市の特徴

・営業キロは長く、広い市域をカバーするように営業路線が張り巡らされている

・市街地を走る鉄道が地下鉄を除いて無いため、私鉄等がある他都市と一概に比較できないものの、未だ、地下鉄との

フィーダー化が行われていない路線やルートが重複するような路線も多いことから、運転系統数が非常に多い

・一方で一日平均乗車人員は少ない

⇒幅広い運行経路で走っているにもかかわらず、お客さまは乗っていない、効率の悪い状況

市面積※
（㎢）

営業キロ
（㎞）

運転系統数 一日平均乗車人員 市人口※

仙台市 786.35 563.0 232 81,241人 109万人

川崎市 144.35 199.1 177 111,222人 153万人

横浜市 438.01 516.3 141 289,619人 377万人

名古屋市 326.50 768.7 163 278,225人 232万人

京都市 827.83 321.9 74 267,630人 144万人

神戸市 557.03 378.0 87 141,460人 150万人

【資料3-1】市バスの運行効率性について



(２)令和3年度営業係数
令和3年度の市バス各路線の営業係数（100円の収入を得るための経費。100を超えると赤字）

市バスは、新型コロナウイルス感染症の影響以前から、

全線が赤字となる状況が継続

⇒現計画の前身である「仙台市自動車運送事業経営改善計画（H29～33）」の取組みによ

り、令和元年度に桜ケ丘線のみ黒字化したものの、コロナ禍で令和2年度に再度全線赤字。

新型コロナの影響が継続し、回復傾向にはあるものの、令和3年度も全路線で赤字。

全路線の平均値は180（参考：令和2年度は193）

（参考）他都市公営バス事業者の営業係数比較


